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（研究テーマ） 
 ・哺乳類細胞の極性決定時における G蛋白質の役割とその制御機構 

  ・活性酸素生成型 NADPH オキシダーゼ活性化の分子機構 
（メッセージ） 
 機能分子の振舞い方，modular な分子間相互作用の起源などに興味がある． 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 

・ 哺乳類上皮細胞の極性形成過程のアッセイ系 

・ ラット海馬ニューロンの培養技術 

・ 活性酸素生成の測定 

 


